
 
 
 
  
 
 
 
 

北広島市の子どもたちの体力・運動能力の状況 
      学校教育課 指導主事 中村 伸次 

  

「全国体力・運動能力、運動習慣等調査」は、平成２０年度（２００８年度）より毎年実施されています。調査対象は小

学５年生と中学２年生の全児童生徒で、体格と実技に関する調査、肥満度に関する調査、質問紙調査があります。実技

は、握力・上体起こし・長座体前屈・反復横跳び・２０ｍシャトルラン（中学生は持久走も可）・５０ｍ走・立ち幅跳び・ソフト

ボール投げ（中学生はﾊﾝﾄﾞﾎﾞｰﾙ投げ）の８種目で、質問紙の内容は、運動に対する意識・１週間の総運動量・生活習

慣・スクリーンタイム（TV、PC、スマートフォン、タブレット、ゲーム機等の使用時間）などとなっています。先日、令和６年

度の調査結果について道教委のHP に掲載されたところです。 

下図は、各学年の体力合計点の全国平均値を５０とした時の、北海道と北広島市の平均値を過去４年間の経年変

化で表したものです。 

 

 

  

  

 

 

 

 

 

 

 

小学生については男女とも全国平均を大きく上回り、この４年間全国上位のレベルを維持しています。これは市内各

小学校で、記録の掲示や個人カード作成・個人目標の設定、休み時間などに練習に取り組むことができる環境整備、

朝や放課後などの体力づくりの時間設定や十分な練習時間の確保と複数回のテストの実施など、工夫した取組が組

織的・計画的に行われてきた成果であると考えられます。また、体育専科教員による市内教職員を対象とした体育指導

理論と技術を学ぶ研修会の内容が自校へ還流され、各校の研修の充実が図られるなど、体育専科教員の活用による

効果も大きいと考えられます。 

中学生は、北海道としては全国平均を下回ることが続いている中、男子についてはこの２年間全国平均を上回る結

果となっています。女子については過去３年間上昇傾向が続き昨年は全国平均を上回ることができましたが、今年度は

下回る結果となりました。原因としては、日常の運動機会の減少（スマートフォン、PC などスクリーンタイムの増加、運動

系部活動への加入率の低下など）が考えられます。 

 北広島市における子どもたちの体力・運動能力に関しての今後の課題は、「小学生で身につけた体力・運動能力を中

学生でどう持続させるか」「中学生女子の体力向上をどう図るか」「生活習慣～スクリーンタイムの増加をどう抑える

か」などが挙げられます。各学校における重点的な取組として、成果が出ている現在の体力向上の取組の継続、他の

種目と比較し低い数値となっている種目の向上について子どもたちの実態を踏まえた取組、指導の工夫を図ること、体

力テストに対する「教師の働きかけ方・意識」「児童生徒の取り組み方・意欲」をより向上させることなどが考えられます。

北広島市は小中一貫教育のもと、児童生徒一人ひとりの学力、体力等の実態を共有する中で小中が連携し９年間で

子どもたちを育てる取組の工夫を続け、学力向上、体力向上を図っています。次年度も、各種目の練習時間、意欲化等

の工夫、小中合同記録会等を進めていくなど、各中学校区にて小中一貫した体力・運動能力向上の取組を進めていく

ことが望まれます。 

     

令和 7年１月 29日 

          教育委員会だより 

              No,６２ 

発行：北広島市教育委員会 

 

 

 

    

 

 



 

 

 

 

 

１．西の里中学校区の教育方針 

西の里中学校区では、「笑顔、温もり、未来へつな

げる里っ子バトン」をスローガンに、小中一貫教育を

推進しています。そして、中学校卒業時までに育てたい

子どもたちのイメージを具体化するために、 

西の里地区スタンダード ３つの「あ」 

挨拶 ～ 人を大切にすること 

安全 ～ 命を大切にすること 

後始末～物を大切にすること 

を小中一貫教育における教育方針として日々の指導

にあたっています。 

２．小中一貫教育をさらに前に進める 

 令和６年度は、従来のものに加え新たに以下５つの

取組から小中一貫教育の漸進を図りました。 

 (1)教育のユニバーサルデザインの研修 

 (2)西の里小学校の先生を講師に招いての西の里 

中学校での校内研修 

 (3)小中乗り入れ授業のさらなる充実 

 (4)小中合唱交流会 

 （５）研究中心発表会における小中連携 

(1)教育のユニバーサルデザインの研修  

教育のユニバーサルデザインは、主体的で対話的

な深い学びを実践していく上で、さらに追求していく必

要があることから、教務部会が中心となって実践を集

め、１１月の小中合同研修会において資料の配布、説

明を通して共有しました。 

（２）校内研修 

  西の里小学校には、ICT教育に長けた先生が多く、

今年度の西の里中学校の校内研修に研究担当の徳

中先生を講師に招きました。 授業の対話ツールとして

効果的なアプリについ 

ての基礎知識や活用技 

術を学ぶことができ、 

有意義な時間となりま 

した。 

（３）小中乗り入れ授業のさらなる充実 

  ここ数年、小学校への乗り入れ授業は、英語と数学

が中心でしたが、今年度は初の社会科を実施。授業で

は、班単位でマネーゲームを行いました。やや理解が

難しいとされる家計の仕組みを、ゲームを用いて学習

し、楽しい雰囲気で中学校の学習分野に触れることが

できました。一方、小学校からは２名の先生が T2 とし

て中学校の数学と理科の授業に入りました。実際に授

業の中で支援をすることで、生徒たちの小学生時代と

重ね合わせながら、向上している点とつまずいている

点を見取ることができています。これらの気づきを小学

校での授業づくりに反映させています。 

（４）小中合唱交流会 

  合唱コンクールを間近に 

控えた中学校３年生と学習 

発表会で合唱を行う小学校 

５年生との合唱交流会を開 

催しました。中学生が披露し 

た合唱の歌声から小学生は驚きとともに大きな憧れを

抱いたようです。中学生も小学生が発表した合唱につ

いて助言することを通して、これまでの合唱活動にお

ける学びや経験を表現できる貴重な機会となりました。

今回の取組から今後の改善点もいくつか挙げられた

ので、次年度はさらに有意義な交流会を計画します。 

（５）研究中心発表会における小中連携 

 西の里小学校で開催され 

た研究中心発表会では、公 

開授業の検討を小中合同 

で行いました。当日、西の里 

中学校の教職員全員が発表会に参加し、言語活動を

中心とした授業や主体的に学ぼうとする児童の姿から

大きな刺激をもらいました。また、駐車場係や研究協

議の記録担当として運営に携わることで小中の連携

をさらに深める貴重な機会となりました。 

 （文責：西の里中学校 坂本 育朗） 

西の里中学校区 

小中一貫教育の取組 


